
第1図　食品の心理的安全性評価モデル 
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事
件
事
故
の
記
憶
が
取
扱
安
全
感
に
及
ぼ
す
影
響
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本
稿
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
農
林
水
産
政
策
研
究
第
１６
号
「
生
野
菜
に
対
す
る
心
理
的
安
全
性
評
価
の
プ
ロ

セ
ス
ー
事
件
事
故
の
記
憶
が
取
扱
安
全
感
に
及
ぼ
す
影
響
ー
」（
平
成
２１
年
１０
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
 

 １
　
事
件
事
故
の
多
発
と
 

　
　
安
全
・
安
心
 

 　
近
年
、
食
の
安
全
・
安
心
が
大
き
く
揺
ら

い
で
い
る
。
こ
の
不
安
の
大
き
な
原
因
と
し

て
、
食
品
の
事
件
事
故
の
多
発
が
あ
げ
ら
れ

る
。
本
論
で
は
、
こ
の
様
な
事
件
事
故
が
食

の
安
全
・
安
心
に
及
ぼ
す
影
響
を
心
理
的
側

面
か
ら
捉
え
、
質
問
紙
調
査
に
よ
っ
て
得
ら

れ
た
回
答
を
多
変
量
解
析
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
安
全
・
安
心
に
い
た
る
国
民
の
心
理
プ

ロ
セ
ス
を
明
ら
か
に
す
る
。 

  

2
　
分
析
仮
説
と
目
的
 

 　
事
件
事
故
の
心
理
的
安
全
性
評
価
へ
の
影

響
は
様
々
な
形
を
と
る
が
、
な
か
で
も
過
去

の
事
件
事
故
の
記
憶
が
、
ひ
と
の
情
報
処
理

の
特
徴
で
あ
る
「
ヒ
ュ
ー
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
」

と
し
て
機
能
す
る
こ
と
が
大
き
い
と
考
え
ら

れ
る
。
ヒ
ュ
ー
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
と
は
、
社
会

の
あ
る
事
象
の
生
起
程
度
を
推
測
す
る
際
に

ひ
と
が
用
い
る
直
感
的
・
短
絡
的
認
知
方
法

の
こ
と
で
あ
り
、
い
わ
ば
直
観
的
判
断
と
も

い
え
る
。
な
か
で
も
利
用
可
能
性
ヒ
ュ
ー
リ

ス
テ
ィ
ッ
ク
と
は
、
類
似
の
出
来
事
を
ど
の

程
度
記
憶
か
ら
取
り
出
し
易
い
か
と
い
う
「
記

憶
の
利
用
可
能
性
」
に
基
づ
く
推
測
を
指
す
。

例
え
ば
、
あ
る
食
品
が
ど
の
程
度
安
全
か
を

推
測
す
る
と
き
、
過
去
に
同
種
ま
た
は
類
似

の
食
品
で
お
こ
っ
た
事
件
事
故
が
記
憶
に
あ

る
場
合
、
既
に
当
該
食
品
の
客
観
的
安
全
性

が
確
認
さ
れ
て
い
て
も
、
心
理
的
安
全
性
を

低
く
推
測
す
る
と
み
ら
れ
る
。
つ
ま
り
食
品

の
心
理
的
安
全
性
評
価
に
は
、
ヒ
ュ
ー
リ
ス

テ
ィ
ッ
ク
の
使
用
と
い
う
心
理
プ
ロ
セ
ス
が

強
く
関
与
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

　
先
に
竹
西
・
高
橋
は
、「
食
品
の
心
理
的
安

全
性
評
価
モ
デ
ル
」（
第
1
図
）
を
提
示
し
、
構

造
方
程
式
モ
デ
リ
ン
グ
（S

tru
ctu
ral 

E
q
u
ation

 
M
od
elin
g

、
以
下S

E
M

）
を
用

い
た
推
計
か
ら
、
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
（
以
下
、

F
S
）
各
主
体
の
安
全
性
評
価
に
至
る
心
理

プ
ロ
セ
ス
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
　（１）

。
そ
の

結
果
、
す
べ
て
の
主
体
に
共
通
し
て
「
取
扱

安
全
感
」
の
影
響
が
大
き
い
こ
と
が
示
さ
れ
、

そ
れ
ら
に
対
し
て
法
令
順
守
と
漠
然
安
心
が

重
要
な
心
理
要
因
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
。
本
論
で
は
、
こ
れ
ら
を
発
展

さ
せ
、
事
件
事
故
の
記
憶
が
取
扱
安
全
感
に

及
ぼ
す
影
響
を
、
次
の
３
点
か
ら
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。 

　
第
1
は
、
事
件
事
故
の
記
憶
の
構
造
の
解

明
で
あ
る
。
は
じ
め
に
、
事
件
事
故
の
記
憶

が
ど
の
よ
う
な
形
で
残
っ
て
い
る
の
か
を
明

ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
一
般
に
ひ
と
の

記
憶
は
、
内
容
の
関
連
度
に
応
じ
て
ま
と
ま

り
（
カ
テ
ゴ
リ
）
を
作
っ
て
構
造
化
し
て
い

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
ま
ず
事
件
事

故
の
記
憶
の
構
造
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、

そ
れ
ら
を
心
理
的
安
全
性
評
価
モ
デ
ル
に
組

み
込
ん
だ
形
で
ヒ
ュ
ー
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
影

響
を
検
討
す
る
。 

　
第
2
は
、
こ
の
よ
う
な
構
造
を
も
っ
た
事

件
事
故
の
記
憶
が
、
法
令
順
守
感
及
び
漠
然

安
心
感
の
ヒ
ュ
ー
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
と
し
て
機

能
す
る
こ
と
を
示
す
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で

法
令
順
守
感
と
は
、
法
令
が
ど
の
程
度
守
ら

れ
て
い
る
か
と
い
う
一
種
の
社
会
的
推
論
で

あ
り
、
そ
の
た
め
事
件
事
故
の
記
憶
が
ヒ
ュ

ー
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
と
し
て
働
き
、
最
終
的
な

取
扱
安
全
感
を
低
く
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
漠
然
安
心
感
は
、
今
ま
で
大
丈
夫
で

あ
っ
た
と
い
う
経
験
に
基
づ
く
根
拠
の
な
い



第2図　分析モデル 

法令順守感 

取扱安全感 

漠然安心感 

低認知欲求 事件事故の記憶 

第１表　質問文、変数名一覧（消費者用） 

 　　　　　　　　　　　　　　質　　　　　　　問　　　　　　　文   観測変数    潜在変数 

Ｑ 1 生野菜は、自然なものなので安全だ。 自　　然 
Ｑ 2 生野菜は、なんとなく肉類より安心できる。 肉 よ り 漠然安心感 
Ｑ 3 これといった理由はないが、生野菜は安全だと思う。 理由無く 

Ｑ 4 生野菜を扱う人々は、生野菜の安全を守るためにきめられたルールをきちんと守って仕事をしている。＊ ル ー ル 
Ｑ 5 安全な生野菜を消費者に届けるため、すべての関係者が、常にルールを厳守している。＊ 厳　　守 法令順守感 
Ｑ 6 さまざまな理由から、生野菜の安全を守るルールがきちんと守られない場合もある。 場　　合 

Ｑ 7 一般に、消費者の手に渡るまでの生野菜の取り扱われ方は、生産段階も含めて十分に安全だ。 十分安全 
Ｑ 8 一般に、われわれの食べる生野菜は、安全な形で生産され、取り扱われてきた。＊ 取り扱う 取扱安全感 
Ｑ 9 一般に、消費者に届けられるまでの過程で、生野菜はその安全を守るように扱われている。 過　　程 

Ｑ10 生産者名（顔写真など）を偽って、流通した生野菜がある。 名　　前 
Ｑ11 外国産の生野菜が、国産と称して流通したことがある。 外 国 産 

偽 装 偽 称 
Ｑ12 無登録の化学肥料を使った生野菜が流通したことがある。 無 登 録 
Ｑ13 有機栽培と称した、そうでない生野菜が流通したことがある。 有　　機 

Ｑ14 衛生上の手順を守らずに加工されたカット野菜がある。 手　　順 
Ｑ15 基準を超えた残留農薬がある生野菜が流通したことがある。 残　　留 

基 準 違 反 
Ｑ16 無農薬と称した、そうでない生野菜が流通したことがある。 無 農 薬 
Ｑ17 生産基準を無視した生野菜が、そのまま流通したことがある。 無　　視 

Ｑ18 生野菜を食べた人が、妄想や幻覚を訴える出来事があった。 幻　　覚 
Ｑ19 生野菜に付着した疑いのある病原菌で大量の病人がでたことがある。 病 原 菌 

健 康 被 害 
Ｑ20 生野菜が原因で、後遺症が残るひどい健康被害がでたことがある。 後 遺 症 
Ｑ21 生野菜が原因で食中毒がでたことがある。 食 中 毒 

Ｑ22 新しい考え方を学ぶことにはあまり興味がない。 興味なし 
Ｑ23 一度覚えてしまえばあまり考えなくてもよい課題が好きだ。 考えない 
Ｑ24 長時間一生懸命考えることは苦手な方である。 苦　　手 
Ｑ25 考えることは楽しくない。 楽しくない 低認知欲求 
Ｑ26 深く考えなければならないような状況は避けようとする。 避 け る 
Ｑ27 自分が人生で何をすべきかについて考えるのは好きではない。 好きでない 
Ｑ28 問題の答えがなぜそうなるかを理解するよりも、単純に答えだけを知っている方がよい。 単　　純 

推
論
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
事
件
事
故
の
記
憶

の
な
い
こ
と
が
取
扱
安
全
感
を
高
め
る
と
考

え
ら
れ
る
。 

　
さ
ら
に
第
3
の
目
的
と
し
て
、
ひ
と
の
情

報
精
査
の
程
度
で
あ
る
認
知
欲
求
が
心
理
プ

ロ
セ
ス
に
及
ぼ
す
影
響
を
検
討
す
る
。
先
に

指
摘
し
た
よ
う
に
、
漠
然
安
心
感
と
は
科
学

的
根
拠
に
照
ら
し
た
客
観
的
安
全
性
評
価
で

は
な
く
、
情
報
精
査
に
基
づ
か
な
い
安
心
で

あ
る
た
め
、
認
知
欲
求
の
低
さ
（
以
下
、
低
認

知
欲
求
）
は
漠
然
安
心
感
を
高
め
る
と
考
え

ら
れ
る
。 

  

3
　
モ
デ
ル
と
方
法
 

 　
こ
れ
ら
の
目
的
を
検
討
す
る
た
め
第
2
図

の
よ
う
な
分
析
モ
デ
ル
を
設
定
し
、
妥
当
性

を
検
証
し
心
理
プ
ロ
セ
ス
を
明
ら
か
に
す
る
。

分
析
に
は
、
潜
在
変
数
を
設
定
し
た
S
E
M

を
用
い
る
。
ま
た
、
本
論
で
は
、
モ
デ
ル
の
検

証
対
象
と
し
て
「
生
食
す
る
野
菜
（
以
下
、
生

野
菜
）」
を
用
い
て
い
る
　（2）

。
分
析
に
用
い
た

デ
ー
タ
は
、
2
0
0
7
年
10
〜
11
月
に
郵
送

に
よ
り
行
っ
た
質
問
紙
調
査
よ
り
得
ら
れ
た
。

実
際
に
分
析
に
用
い
た
デ
ー
タ
数
は
欠
損
・

無
回
答
項
目
の
調
査
票
を
除
い
た
１
，
０
２

２
件
で
あ
り
、
F
S
各
主
体
の
内
訳
は
消
費

者
5
1
7
件
、
流
通
・
加
工
業
者
3
9
3
件
、

生
産
者
1
1
2
件
で
あ
る
。 

　
取
扱
安
全
感
・
法
令
順
守
感
・
漠
然
安
心

感
の
潜
在
変
数
を
推
計
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ

れ
３
つ
の
観
測
変
数
を
用
意
し
た
。
ま
た
、

事
件
事
故
の
記
憶
に
関
す
る
観
測
変
数
と
し

て
、
野
菜
を
含
め
た
こ
れ
ま
で
の
食
品
の
事

件
事
故
の
事
例
か
ら
「
偽
装
偽
称
」「
基
準
違

反
」「
健
康
被
害
」
の
３
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
を
仮

定
し
、
カ
テ
ゴ
リ
ご
と
に
４
変
数
の
全
12
変

数
を
設
定
し
た
。
さ
ら
に
低
認
知
欲
求
の
観

測
変
数
と
し
て
７
変
数
を
設
定
し
た
（
第
1
表
）。 

  

4
　
結
果
と
考
察
 

 　
生
野
菜
の
安
全
感
の
水
準
が
F
S
主
体
間

で
差
が
あ
る
の
か
確
認
す
る
た
め
、
そ
れ
ら

を
構
成
す
る
観
測
変
数
ご
と
に
3
水
準
の
多

変
量
分
散
分
析
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
取

扱
安
全
感
及
び
法
令
順
守
感
を
構
成
す
る
３

変
数
す
べ
て
に
お
い
て
、
F
S
主
体
間
に
有
意
 



第3図　因子分析結果（消費者） 

第2表　多変量分散分析結果（3水準） 
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第4図　ＳＥＭ結果（消費者） 

法令順守感 

取扱安全感 

漠然安心感 

低認知欲求 違反記憶 

漠然安心感 F（6, 2036）＝27.6 p＜0.001 

法令順守感 F（6, 2036）＝55.7 p＜0.001 

取扱安全感 F（6, 2036）＝53.7 p＜0.001 

偽 装 偽 称  F（8, 2034）＝24.4 p＜0.001 

基 準 違 反  F（8, 2034）＝18.6 p＜0.001 

健 康 被 害  F（8, 2034）＝17.5 p＜0.001
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0.53

0.12
0.19

0.65
0.83 0.840.820.73 0.770.70 0.45 0.56 0.58 0.62 0.760.70 0.72 0.68

-0.30
-0.44

0.52 0.26 0.44 0.70 0.78 0.73 0.81 0.85 0.83 0.65

0.53

CMIN/DF=1.870（n =517） 
AGFI=0.914, CFI=0.970, RMSEA=0.041

差
が
認
め
ら
れ
て
い
る
（
第
2
表
）。

同
様
に
、
事
件
事
故
の
記
憶
に

つ
い
て
も
有
意
差
が
あ
り
、
健

康
被
害
、
偽
装
偽
称
、
基
準
違

反
の
い
ず
れ
も
、
消
費
者
は
「
あ
っ
た
と
思

う
」
程
度
が
強
い
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。

以
下
で
は
、
消
費
者
の
分
析
結
果
を
中
心
に

概
説
す
る
。 

 （１）
事
件
事
故
の
記
憶
の
構
造
 

　
事
件
事
故
の
記
憶
に
つ
い
て
構
造
を
探
る

た
め
に
行
っ
た
因
子
分
析
で
は
、
す
べ
て
の

F
S
主
体
で
「
違
反
記
憶
」「
被
害
記
憶
」
の

２
因
子
が
抽
出
さ
れ
、
事
件
事
故
の
記
憶
は

こ
れ
ら
2
因
子
で
構
造
化
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
（
第
3
図
）
。
ま
た
、「
違

反
記
憶
」
は
当
初
想
定
し
た
「
偽
称
偽
装
」
と

「
基
準
違
反
」
が
一
体
と
な
っ
た
構
造
で
あ
る

こ
と
が
示
さ
れ
た
。 

　
事
件
事
故
の
記
憶
が
「
違
反
」
と
「
被
害
」

に
分
離
し
て
記
憶
さ
れ
て
い
る
と
い
う
結
果

は
、
リ
ス
ク
管
理
上
、
重
要
な
示
唆
を
与
え

て
く
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
違
反
は
食
品
の
取

扱
い
、
す
な
わ
ち
リ
ス
ク
管
理
に
反
す
る
行

為
で
あ
り
、
被
害
の
「
原
因
」
と
な
る
か
ら
で

あ
る
。
一
方
、
被
害
と
は
何
ら
か
の
原
因
や

リ
ス
ク
管
理
の
問
題
に
よ
っ
て
生
じ
た
「
結

果
」
で
あ
る
。
実
際
は
、
違
反
と
被
害
は
そ
れ

ぞ
れ
原
因
と
結
果
に
結
び
つ
く
が
、
本
論
の

結
果
か
ら
両
者
は
心
理
的
に
分
離
し
た
関
係

に
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。 

 

（２）
ヒ
ュ
ー
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
機
能
 

　
こ
れ
ら
の
結
果
に
基
づ
き
、
取
扱
安
全
感

を
最
終
目
的
変
数
と
す
る
モ
デ
ル
を
S
E
M

に
よ
り
分
析
し
た
。
そ
の
結
果
、
す
べ
て
の

F
S
主
体
で
取
扱
安
全
感
に
対
し
て
、
法
令

順
守
感
の
影
響
が
強
く
み
ら
れ
た
。
同
時
に
、

法
令
順
守
感
に
対
し
違
反
記
憶
が
マ
イ
ナ
ス

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
違
反
記
憶
が
強
い
ほ

ど
法
令
が
守
ら
れ
て
い
な
い
と
感
じ
る
と
い

う
、
事
件
事
故
の
記
憶
が
ヒ
ュ
ー
リ
ス
テ
ィ

ッ
ク
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
（
第
4
図
）。 

　
一
方
、
被
害
記
憶
は
法
令
順
守
感
に
影
響

し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
被
害
記
憶
は

ヒ
ュ
ー
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
と
し
て
働
い
て
い
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
で
は
、
国
民
の

法
令
順
守
感
は
「
被
害
の
有
無
」
で
は
な
く

「
違
反
の
有
無
」
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る

と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
い
ず
れ
の
F
S
主
体

に
お
い
て
も
、
事
件
事
故
の
記
憶
は
法
令
順

守
感
を
引
き
下
げ
る
と
と
も
に
漠
然
安
心
感

を
弱
め
、
最
終
的
な
取
扱
安
全
感
を
低
下
さ

せ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。 

 （３）
低
認
知
欲
求
の
影
響
 

　
消
費
者
で
は
、
低
認
知
欲
求
が
法
令
順
守

感
と
漠
然
安
心
感
を
高
め
る
と
と
も
に
、
低

認
知
欲
求
と
違
反
記
憶
と
の
間
に
は
負
の
相

関
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
消
費
者
は
低
認
知
欲
求
、
つ
ま
り
情

報
精
査
を
嫌
っ
て
、
考
え
る
こ
と
を
避
け
る

傾
向
が
強
い
人
ほ
ど
、
生
野
菜
に
対
し
て
根
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拠
の
な
い
安
心
感
を
抱
き
や
す
く
、
そ
の
こ

と
が
取
扱
安
全
感
を
高
め
て
い
る
と
い
え
る
。 

　
ま
た
、
低
認
知
欲
求
の
法
令
順
守
感
へ
の

影
響
は
正
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
消
費
者
は

低
認
知
欲
求
で
あ
る
ほ
ど
法
令
順
守
し
て
い

る
と
推
測
し
や
す
い
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
同
時
に
、
高
認
知
欲
求
で
あ
る
ほ
ど
、

す
な
わ
ち
「
考
え
る
消
費
者
」
ほ
ど
、
法
令
順

守
に
疑
問
を
抱
き
や
す
い
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
。
こ
の
点
は
、
低
認
知
欲
求
と
違
反
記

憶
の
間
に
負
の
相
関
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
か

ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
「
考
え
る

消
費
者
」
は
違
反
記
憶
が
強
く
な
り
、
そ
の

た
め
に
違
反
記
憶
が
ヒ
ュ
ー
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク

と
し
て
よ
り
強
く
働
く
か
ら
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
考
え
る
消
費
者
は
違
反
記
憶
を
強

く
持
つ
こ
と
で
、
結
果
的
に
最
終
的
な
取
扱

安
全
感
が
低
下
す
る
と
み
ら
れ
る
　（3）

。 

  

5
　
結
論
・
政
策
的
示
唆
 

 　
本
論
の
分
析
結
果
か
ら
得
ら
れ
た
結
論
と

若
干
の
政
策
的
示
唆
に
つ
い
て
述
べ
る
。 

　
第
１
の
結
論
は
、
食
の
安
全
・
安
心
に
お

い
て
事
件
事
故
の
根
絶
が
重
要
だ
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、

本
論
の
結
果
は
事
件
事
故
を
排
除
す
る
必
要

性
に
つ
い
て
の
心
理
学
的
根
拠
を
与
え
る
も

の
で
あ
る
。
事
件
事
故
は
、
そ
れ
が
仮
に
健

康
被
害
を
伴
わ
な
い
違
反
で
あ
っ
て
も
当
該

食
品
の
安
全
感
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
、

広
く
食
の
安
全
・
安
心
が
損
な
わ
れ
る
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
る
。 

　
第
２
の
結
論
は
、
食
品
の
心
理
的
安
全
性

評
価
に
お
い
て
認
知
欲
求
、
す
な
わ
ち
情
報

精
査
に
対
す
る
動
機
付
け
の
程
度
を
考
慮
す

る
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本

論
の
結
果
で
は
、
低
認
知
欲
求
で
あ
る
ほ
ど

食
品
に
対
す
る
漠
然
安
心
感
が
高
く
、
そ
の

こ
と
が
最
終
的
に
取
扱
安
全
感
を
高
め
る
こ

と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
つ
ま
り
情
報
精
査

を
避
け
る
ほ
ど
取
扱
安
全
感
が
高
く
な
り
、

逆
に
情
報
精
査
を
す
る
よ
う
に
な
る
と
取
扱

安
全
感
が
低
下
す
る
の
で
あ
る
。 

　
消
費
者
が
「
考
え
る
よ
う
に
な
る
と
取
扱

安
全
感
が
低
下
す
る
」
と
い
う
結
論
は
、
こ

れ
ま
で
の
消
費
者
行
政
の
あ
り
方
と
一
見
矛

盾
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ま
で
行
政

が
推
進
し
て
き
た
農
産
物
の
情
報
開
示
や
啓

蒙
活
動
は
効
果
が
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
で

あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
本
論
の
安
全

感
が
「
安
全
」
と
「
安
心
」
を
つ
な
ぐ
概
念
で

あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
長
期
的
視
点
で
の

F
S
各
主
体
の
相
互
作
用
と
し
て
解
釈
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
。 

　
行
政
に
よ
る
情
報
開
示
や
啓
蒙
活
動
、
あ

る
い
は
事
件
事
故
の
発
生
は
、
消
費
者
の
食

品
安
全
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
き
っ
か
け

と
な
る
。
そ
の
た
め
、
消
費
者
は
「
も
っ
と
知

ろ
う
」
と
い
う
高
認
知
欲
求
の
状
態
に
な
り
、

今
ま
で
気
が
つ
か
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
こ

れ
ま
で
注
意
し
な
か
っ
た
問
題
を
考
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
取
扱
安
全
感
が
低
下
す
る
。
さ

ら
に
、
高
認
知
欲
求
に
な
り
取
扱
安
全
感
が

低
下
し
た
消
費
者
は
、
生
産
者
や
流
通
加
工

業
者
に
対
し
、
よ
り
高
い
水
準
で
の
安
全
確

保
を
求
め
る
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ら
事
業
者

が
業
務
を
見
直
し
改
善
・
努
力
す
れ
ば
、
当

該
食
品
の
客
観
的
安
全
性
す
な
わ
ち
「
安
全
」

水
準
が
向
上
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
業

務
の
改
善
に
は
、
消
費
者
の
要
求
を
知
る
と

と
も
に
、
自
身
の
業
務
内
容
に
つ
い
て
再
考

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、

事
業
者
自
身
が
高
認
知
欲
求
に
な
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
事
業
者
の
法
令
順
守
感
が
高
ま
り
、

心
理
的
安
全
性
で
あ
る
安
全
感
も
向
上
す
る

と
み
ら
れ
る
。 

　
事
業
者
の
努
力
に
よ
っ
て
客
観
的
安
全
性

が
高
ま
る
と
、
消
費
者
の
心
理
的
安
全
性
で

あ
る
安
全
感
も
高
ま
り
、
消
費
者
は
情
報
精

査
の
必
要
が
薄
れ
一
旦
は
低
認
知
欲
求
の
状

態
に
戻
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
新
た

な
技
術
の
導
入
や
知
識
の
普
及
・
啓
蒙
に
よ

っ
て
、
再
び
消
費
者
が
高
認
知
欲
求
の
状
態

に
な
る
と
安
全
感
が
一
時
的
に
低
下
し
、
さ

ら
に
高
い
安
全
を
事
業
者
に
求
め
る
。
こ
の

よ
う
な
繰
り
返
し
過
程
に
よ
っ
て
、
消
費
者

の
心
理
的
安
全
性
と
事
業
者
あ
る
い
は
社
会

全
体
の
客
観
的
安
全
性
が
相
互
作
用
的
に
循

環
し
な
が
ら
向
上
し
て
い
く
と
い
う
、
い
わ

ば
「
安
全
・
安
心
の
ス
パ
イ
ラ
ル
」
と
い
う
べ

き
理
想
的
な
状
態
が
作
り
出
さ
れ
る
（
第
5
図
）。

こ
の
様
な
安
全
・
安
心
の
ス
パ
イ
ラ
ル
が
順

調
に
上
昇
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
最
終
的
に

フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
全
体
で
の
食
の
安
全
･
安

心
が
高
ま
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。 

 注
（１）
心
理
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
安
全
と
は
、
主
観
的
心

理
的
評
価
に
基
づ
く
一
種
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
と

の
考
え
か
ら
「
安
全
感
」
を
定
義
し
て
い
る
。
こ
こ

で
最
終
的
な
安
全
感
で
あ
る
「
全
体
安
全
感
」
は
、

「
取
扱
安
全
感
」「
そ
の
も
の
の
安
全
感
」「
感
情
的

安
全
感
」
の
3
側
面
よ
り
構
成
さ
れ
る
と
し
て
い

る
。 

　
（2）
生
野
菜
と
は
、
調
査
票
で
は
「
サ
ラ
ダ
な
ど
で
生
食

す
る
野
菜
、
加
熱
し
な
い
で
食
べ
る
野
菜
、
カ
ッ

ト
野
菜
や
外
食
で
の
サ
ラ
ダ
な
ど
を
含
む
」
も
の

と
定
義
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
ト
マ
ト
類
、
き

ゅ
う
り
・
ズ
ッ
キ
ー
ニ
類
、
ね
ぎ
類
、
ほ
う
れ
ん
そ

う
・
水
菜
、
キ
ャ
ベ
ツ
類
、
レ
タ
ス
類
、
ベ
ビ
ー
リ

ー
フ
・
ハ
ー
ブ
類
、
セ
ロ
リ
等
を
想
定
し
て
い
る
。 

　
（3）
低
認
知
欲
求
の
消
費
者
は
、
事
件
事
故
の
情
報
に

接
し
て
も
反
復
的
に
思
考
し
な
い
た
め
記
憶
痕
跡

が
残
り
に
く
い
が
、
逆
に
高
認
知
欲
求
の
消
費
者

は
反
復
的
に
思
考
す
る
た
め
記
憶
痕
跡
が
残
り
や

す
い
と
考
え
ら
れ
る
。 




